
55 歳の男性が、見えにくく、眼が疲れやすいという主訴で来院した。左右眼とも矯正視力（１，０）、中間透光体、網膜にも異

常所見なく、初めて眼鏡を作成することとなった。自覚的屈折検査データーは、下記のごとくである。

ＲＶ＝０，４①（０，９×Ｓ＋２，５ Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ９０°）④（０，９×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－１，０ ＤＡ９０°）

②（１，０×Ｓ＋２，２５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ９０°）⑤（０，９×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ９０°）

③（１，０×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ９０°）⑥（０，８×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－１，０ ＤＡ９０°）

ＬＶ＝０，３⑦（０，９×Ｓ＋２，２５Ｄ：Ｃ－２，０ ＤＡ８０°）⑪（０，９×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－１，７５ＤＡ８０°）

⑧（１，０×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－２，０ ＤＡ８０°）⑫（０，９×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ８０°）

⑨（０，９×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－２，０ ＤＡ９０°）⑬（０，８×Ｓ＋１，５ Ｄ：Ｃ－１，７５ＤＡ８０°）

⑩（０，９×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－２，０ ＤＡ８０°）⑭（０，７×Ｓ＋１，５ Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ８０°）

問１ あなたならどういう眼鏡をすすめますか？

近用眼鏡のみ 遠用眼鏡のみ 近用眼鏡と常（遠）用眼鏡 遠近両用眼鏡 累進屈折力眼鏡

問２ この人の自覚的屈折検査値は？ ＲＶ＝

ＬＶ＝

問３ あなたならどのレンズでまず装用練習をしてもらいますか？Ｒ＝

Ｌ＝

問４ 新聞を４０ｃｍで読みたいと希望している。その場合、④近用眼鏡度数決定方法の負荷レンズ度数の選

択の（ａ）（ｂ）（ｃ）の方法でこの人の近用眼鏡度数を決めなさい。遠用は装用練習の度数で OK だ

った。ただし、この人の調節力は表の通りであるとする。

（ａ） Ｒ＝

Ｌ＝

（ｂ） Ｒ＝

Ｌ＝

（ｃ） Ｒ＝

Ｌ＝

問５ 次に近見矯正をする場合、まずどのぐらいのレンズから矯正を始めますか？
近方Ｒ＝
近方Ｌ＝

問６ まずあなたなら、どういう度数で近用眼鏡の装用練習をしてもらいますか？
（参考）近見矯正値は下記のごとくである。

ＮＲＶ＝０，１（１，０×Ｓ＋４，０Ｄ：Ｃ－１，５ＤＡ９０°）

ＮＬＶ＝０，１（１，０×Ｓ＋３，7５Ｄ：Ｃ－２．０ＤＡ８０°）
近方Ｒ＝
近方Ｌ＝

問７ 上記の度数で、希望距離である４０ｃｍの距離で新聞を読んでもらった。しかし新聞を５０ｃｍぐらいで

見た方がよく見えると言う。加入度数は増やす方が良いか、減らす方が良いか？

問８ 度数を調整し、再度４０ｃｍの距離で新聞を読んでもらった。しかしまた、どうも見えにくいと訴える。

よく聞いてみると、眼から試験枠を離すとよく見えるという。装用練習した近用眼鏡の度数は、強いのか、弱いの

か？不足か、過剰か？

問９ 眼精疲労があるので、眼位を測定すると下記のごとくであった。

Ａ．Ｐ．Ｃ．Ｔ（ＳＣ）

１／３ｍ ＸＰ ６⊿Ｂａｓｅ in

５ｍ ＸＰ ４⊿Ｂａｓｅ in

４⊿位、光学中心を偏心させることによって、筋性の眼精疲労を軽減させる為には、常用眼鏡の場合 PD を何㎜
にすればよいか？（この人のＰＤ＝６５㎜、問３の度数の等価球面（本当は180°方向の度数となる）で計算して下さい。
頂間距離は０として考え右眼に３⊿、左眼に１⊿に振り分けてください。ただし臨床では不可能なので解き方だけ。

④右眼→３⊿
⑫左眼→１⊿

問１０ 右眼に３⊿、左眼に 1⊿ プリズムを入れると非常に楽になるとのことで処方する事となりました。度数は近用装用練

習より、＋０，５D 加入したら、見やすかった。この人の処方箋を別紙に記入しなさい。
患者は上野パンダ 男 55 歳さんです。
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55 歳の男性が、見えにくく、眼が疲れやすいという主訴で来院した。左右眼とも視力矯正（１，０）、中間透光体、網膜にも異

常所見なく、初めて眼鏡を作成することとなった。自覚的屈折検査データーは、下記のごとくである。

ＲＶ＝０，４①（０，９×Ｓ＋２，５ Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ９０°）④（０，９×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－１，０ ＤＡ９０°）

②（１，０×Ｓ＋２，２５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ９０°）⑤（０，９×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ９０°）

③（１，０×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ９０°）⑥（０，８×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－１，０ ＤＡ９０°）

ＬＶ＝０，３⑦（０，９×Ｓ＋２，２５Ｄ：Ｃ－２，０ ＤＡ８０°）⑪（０，９×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－１，７５ＤＡ８０°）

⑧（１，０×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－２，０ ＤＡ８０°）⑫（０，９×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ８０°）

⑨（０，９×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－２，０ ＤＡ９０°）⑬（０，８×Ｓ＋１，５ Ｄ：Ｃ－１，７５ＤＡ８０°）

⑩（０，９×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－２，０ ＤＡ８０°）⑭（０，７×Ｓ＋１，５ Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ８０°）

問１ あなたならどういう眼鏡をすすめますか？ チェック どの距離が見たいか？生活上、何が困るのか？

近用眼鏡のみ 遠用眼鏡のみ 近用眼鏡と常（遠）用眼鏡 遠近両用眼鏡 累進屈折力眼鏡

問２ この人の自覚的屈折検査値は？ ＲＶ＝②（１，０×Ｓ＋２，２５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ９０°）

ＬＶ＝⑧（１，０×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－２，０ ＤＡ８０°）

問３ あなたならどのレンズでまず装用練習をしてもらいますか？Ｒ＝④（０，９×Ｓ＋２，０ Ｄ：Ｃ－１，０ ＤＡ９０°）

Ｌ＝⑫（０，９×Ｓ＋１，７５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ８０°）

問４ 新聞を４０ｃｍで読みたいと希望している。その場合、④近用眼鏡度数決定方法の負荷レンズ度数の選

択の（ａ）（ｂ）（ｃ）の方法でこの人の近用眼鏡度数を決めなさい。遠用は装用練習の度数で OK だ

った。ただし、この人の調節力は表の通りであるとする。

（ａ）1/0.4-1.5＝1.0 加入度数＋1.0D Ｒ＝Ｓ＋３，０ Ｄ：Ｃ－１，０ ＤＡ９０°

Ｌ＝Ｓ＋２．７５ Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ８０°

（ｂ）1.0＋1.5×（1/2～1/3）＝1.5～1.75 加入度数＋1.5～1.75D Ｒ＝Ｓ＋３，７５～３，５Ｄ：Ｃ－１，０ ＤＡ９０°

Ｌ＝Ｓ＋３，５～３，２５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ８０°

（ｃ）1.0＋0.5＝1.5 加入度数＋1.5 Ｒ＝Ｓ＋３，５：Ｃ－１，０ ＤＡ９０°

Ｌ＝Ｓ＋３．２５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ８０°

問５ 次に近見矯正をする場合、まずどのぐらいのレンズから矯正を始めますか？
近方Ｒ＝Ｓ＋３，２５：Ｃ－１，５ ＤＡ９０° 1.0add
近方Ｌ＝Ｓ＋３．０Ｄ：Ｃ－２．０ ＤＡ８０° 1.0add

問６ まずあなたなら、どういう度数で近用眼鏡の装用練習をしてもらいますか？
（参考）近見矯正値は下記のごとくである。（近見矯正は 30ｃｍ）

ＮＲＶ＝０，１（１，０×Ｓ＋４，０Ｄ：Ｃ－１，５ＤＡ９０°）

ＮＬＶ＝０，１（１，０×Ｓ＋３，7５Ｄ：Ｃ－２．０ＤＡ８０°）
近方Ｒ＝Ｓ＋３，０Ｄ：Ｃ－１，０ ＤＡ９０°
近方Ｌ＝Ｓ＋２，７５Ｄ：Ｃ－１，５ ＤＡ８０°

問７ 上記の度数で、希望距離である４０ｃｍの距離で新聞を読んでもらった。しかし新聞を５０ｃｍぐらいで

見た方がよく見えると言う。加入度数は増やす方が良いか、減らす方が良いか？増やす

問８ 度数を調整し、再度４０ｃｍの距離で新聞を読んでもらった。しかしまた、どうも見えにくいと訴える。

よく聞いてみると、眼から試験枠を離すとよく見えるという。装用練習した近用眼鏡の度数は、強いのか、弱いの

か？不足か、過剰か？ 弱い 不足

問９ 眼精疲労があるので、眼位を測定すると下記のごとくであった。

Ａ．Ｐ．Ｃ．Ｔ（ＳＣ）

１／３ｍ ＸＰ ６⊿Ｂａｓｅ in

５ｍ ＸＰ ４⊿Ｂａｓｅ in

４⊿位、光学中心を偏心させることによって、筋性の眼精疲労を軽減させる為には、常用眼鏡の場合 PD を何㎜
にすればよいか？（この人のＰＤ＝６５㎜、問３の度数の等価球面（本当は180°方向の度数となる）で計算して下さい。
頂間距離は０として考え右眼に３⊿、左眼に１⊿に振り分けてください。ただし臨床では不可能なので解き方だけ。

④右眼→３⊿ ｈ×1.5/10＝3 ｈ＝20ｍｍ 右眼 20mm 光学中心を内側に
⑫左眼→１⊿ ｈ×1.0/10＝1 ｈ＝１0ｍｍ 左眼 10mm光学中心を内側に

問１０ 右眼に３⊿、左眼に 1⊿ プリズムを入れると非常に楽になるとのことで処方する事となりました。度数は近用装用練

習より、＋０，５D 加入したら、見やすかった。この人の処方箋を別紙に記入しなさい。
患者は上野パンダ 男 55 歳さんです。

①が不可なら多分これで
一番困っているはず

①② ③ ③
多分今まで装用していなかっ
たので面倒がるだろうし

はめはずし面倒なら 初めてなので少し迷う

55 歳の人の調節力１．５D、正視の人 ga30ｃｍを見るのに３D必要→１．５D不足

自覚的屈折値から約 1.0 加入してから徐々に増加してゆく

４０ｃｍが希望ならＳ-0.5～-0.75D くらいずつ徐々に減じて自覚的に良いレンズを！

②

解答例眼鏡処方シミュレーション
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